
世界史（選択科目）
【出題の基本方針】
高等学校における標準的な学習により世界史の知識を習得してい

るかを問うため、基本的に教科書・用語集・資料集に記載されてい
る範囲から出題した。また、大学での授業を理解するにふさわしい
文章読解力と論理的思考力が身についているかを試すため、リード
文の内容を正確に理解した上で解答する形での出題を心がけた。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分です。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ現代中国を構成する諸民族の歴史 記述 20

80分
Ⅱ明王朝の国際関係 記述 20
Ⅲ古代ギリシアの歴史 記述 30
Ⅳ南北戦争とアメリカの発展 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
・�ある歴史上の出来事について、それが発生した直接的な原因だけでなく、それが発生した歴史的背景、さらにその出来事
が次の歴史展開にどのような影響を与えたのかについても良く理解しておく必要がある。歴史を流れとして理解するため
には教科書を何度も読み返した上で、教科書より少し詳しい参考書を読むのがよい。
・�世界史の学習に際して、ある時代・地域の歴史展開を地理的にイメージできるようにしておくことも重要である。教科書
などを読みながら図版でその地理的展開を確認するとイメージを形成しやすい。
・�世界史学習そのもののポイントではないが、受験本番で問題を解く際には問題文をしっかり読み込むこと。世界史の出題
では、問題文全体の内容理解を前提として設問（空欄）を考えさせるという出題を心掛けているので、空欄の前後だけで
は正答にたどり着けないことも多い。文章読解力は大学入学後に最も必要となる学力の一つでもあるので、日頃から内容
をしっかりと考えながら文章を読む練習をしておくことが必要である。

地理（選択科目）
【出題の基本方針】
　教科書・地図帳・副教材・統計資料に掲載されている諸事実を、
地図ないし現実の地理に即して体系的に理解しようと努める受験生
が力を発揮することのできる出題である。単に地理用語を記憶する
のではなく、地表上の諸現象を知識として身につけた上で、それら
を相互に関係づけて理解しているかどうかを問うている。教科書を
基本とすることは当然であるが、現代世界の状況にも関心を持ち、そ
れらを地理的な事象と関連付けることのできる応用力を有している
かも積極的に問うた。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分です。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 地形図の読解 記述 35

80分Ⅱ 世界の河川 記述 30
Ⅲ 経度・緯度からみる生活 記述 35

合計 100

【学習のポイント】
・�教科書全体を熟読し、内容を適切に理解するとともに、地名・語句は正しく表記できるようにし、地域や地名については、
地図帳を用いて位置を正しく把握すること。また、統計データやグラフ・表などの資料が掲載されている場合には、それ
らを読み取ることのできる理解力を養うことが必要である。
・�地図帳のみならず、地形図や「地理院地図」などのウェブ上の地図にも日常的に親しんでおくこと。地形図ないし「地理院地図」
を用いた身近な地域の観察を通じて、地図を読み解く力は高まる。
・�多様なメディアで報じられる日々のニュースには、系統地理や地誌と関わる事項が多分に含まれている。新聞だけをとっ
ても、世界の特定地域の地図が毎日のように掲載されている。現代社会の状況にも関心をむけて、地理的な理解力を育む
努力も欠くことはできない。

日本史（選択科目）
〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分です。

内容 形式 配点 試験時間
Ⅰ東北地方における支配の変遷 記述 30

80分Ⅱ荘園の変遷 記述 30
Ⅲキリスト教伝来による影響（中世〜近世） 記述 40

合計 100

【出題の基本方針】
教科書（『日本史B』）に準拠することを大原則とし、特定の教科書

のみに取り上げられた事項は極力避けることを心がけ、原始・古代
〜近現代の全時代・全分野をカバーする出題を全日程を通して行う
ことを基本方針とした。また歴史用語の単純な暗記に終始すること
なく、時代観や歴史像をイメージさせる出題を心がけた。

【学習のポイント】
・�まずは、教科書の本文を中心に、各時代と分野の歴史の展開を把握し、時代観・年代観を養うことが肝要である。
・�漠然と、古代の、近代の、といった括りでなく、原始は先史・縄文各期・弥生各期・古墳時代各期の特性を体系的に把握すること、
古代～近世、19世紀前半までの時代は各世紀を把握すること、1850 年代の幕末・明治維新期以降は 1860 年代、70 年代と
いった 10 年ごとの展開を把握することが重要となる。言うまでもなく、この学習を効率的に進めるには、年表の活用が必
須である。市販のものを利用するのもよいが、自身でオリジナルな年表を大学ノートに作成し、徐々に内容を充実させて、
折に触れ目にするように心がければ、自ずから時代観・年代観が養成されることになる。また、年次を伴わない、各時代
の代表的な文化財等については、該当する年表の箇所に、表にまとめておくのが効果的である。
・�最終的には、正確な年次と歴史用語の漢字の表記が要求されることになるから、ケアレスミスを防ぐという意味合いからも、
必ず書いて覚えるように心がける必要がある。
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